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三重県西部を南北に走る鈴鹿山地とその南の布引山地の東縁はほぼ南北方向の活断層に堺されている。活断層

は一般には西の山地と東の丘陵や台地との境界をなす（境界断層）が、いわゆる前縁断層として境界より平野側で

段丘を変位させている場合も多い。筆者らは 2003 年までの数年間に、これらの活断層について断面測量によって

変位量・変位速度の分布を求めるともに、ボーリングやトレンチ調査によって活断層の活動史に関する調査を続け

てきた。本発表では、主に活断層の最新活動期に関して今まで得られた知見をまとめ、かつ変位速度の分布との関

係から断層系のセグメント区分に関して検討を行う。 

鈴鹿山地東縁では、北より青川上、宇賀川、杉谷の 3 地点で最新活動期に関する資料を得ることができた。青

川北では、L1 面を切る逆向き低断層崖上でのトレンチ調査によって、基盤の東海層群と段丘堆積物をきる高角の

東上がりの逆断層を見いだした。その活動期は約 9,600 ｙBP 以降、約 1,500 yBP 以前である。宇賀川では、沖積

面を変位させる断層上でのトレンチ調査によって、最新活動期は約 3,200 yBP 以降、約 2,800ｙBP 以前とかなり狭

い範囲で時期を認定できた。杉谷では L1 面を変位させる地点でのトレンチ調査により、最新活動期は約 9,600yBP

以降、中世以前となる。ただし確実に変位している層を覆う b層の厚さが断層延長上で厚く、かつそこでの年代値

の等値線が上下方向であることを考慮すると約 4,500 yBP 以降中世以前となる可能性が大きい。  

布引山地東麓では活断層は鈴鹿山地東麓と比べてより細分されている。これらのうち、北部の椋本断層につい

ては前縁断層と逆向き低断層崖からともに活動期に関する資料が得られた（2002 年発表）。さらに南部では山口断

層、鳥戸断層、片野断層でもトレンチ調査によって最新活動期の情報が得られた。山口断層の最新活動期はほぼ

10,000 年前と特定でき、鳥戸断層ではでは約 12,000 yrBP～900 yrBP と年代幅が広い。片野断層では約 11,000 yBP

～9,800 yrBP となる。 

鈴鹿山地東麓で最新活動期をかなり限定できたのは宇賀川地点のみでであるが、ほかの 2 地点の資料はこれと

矛盾しない。布引山地では、山口断層で狭い幅で最新活動期を特定でき、片野断層でもほぼ同様な時期となる。鳥

戸断層の最新活動期はかなりの年代幅はあるが、上記両断層の最新活動期と矛盾しない。しかし、鈴鹿・布引両断

層においては最新活動期に大きな差があり、少なくとも両断層が最新活動において同時に活動したとはいえない。 

平均上下変位速度の分布をみると、鈴鹿山地東麓は中央部で最大（4 m／1,000 年）で北および南に減少する。

一方布引山地では中央部の庄田、風早池、小山断層では中位面形成以降の変位がなく、その両側で変位速度の分布

が山形を描く（最大 0.2 m／1,000 年）ことから、少なくと二つのセグメントに分けることができる。要約すると、

鈴鹿山地東麓断層は変位速度が大きく、最新活動期も新しい。一方布引山地東麓では変位速度は小さく、一部では

今後の活動がないと推定され、そこを界として南北二つのセグメントにわかれる。布引断層での確定された最新活

動期は約 10,000 年前で、布引・鈴鹿両山地の東麓が同時に活動したとは思われない。 

 


